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週間情報 

 

 

 

 

 

 

 

行   事 

 

◆ 少年消防クラブ防災研修を実施 

坂出市消防本部（香川） 

 坂出市消防本部では、平成２５年７月３０日（火）、消防本部や坂出海上保安署などにおいて、

「少年消防クラブ防災研修会」を実施しました。 

 研修会は、小学５・６年生を中心に１６名、保護者７名が夏休みを利用し、坂出海上保安署の

巡視艇に乗って、船内の防災機材や航海機材を学習し、消防と関わりのある海上保安官の仕事を 

見学しました。 

 消防本部で訓練礼式を実施後、バスで移動し海上保安官から仕事の内容などを聞いて、当日の

巡視艇「あやなみ」（３５ｍ級）に乗船しました。 

まず、船内の資機材の展示と説明を受け専用桟橋を離れ、パトロールに出かけました。風光明

美な瀬戸内海の島々を巡りながら、通称瀬戸大橋の真下をくぐり海上から橋の機能美を堪能し、

クラブ員が楽しみにしていた放水訓練となりました。巡視艇のエンジン音が一段と大きくなり最

大放水量に達し、クラブ員から大きな拍手と歓声が上がりました。 

 その後、消防本部に帰り昼食をとりながらの反省会となり、男子クラブ員からは消防官も良い

が海上保安官もという声が聞こえていました。 

 平成２５年は、瀬戸大橋防災設備見学と今回で２回となりますが、少年消防クラブ員の融和親

睦と防火・防災意識の向上ならびに未来の消防人育成のため、今後も積極的に活動して参りたい

と思います。 

   
【少年消防クラブ防災研修会の様子】 
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訓練・演習 

 

◆ 水難救助隊と県消防防災航空隊との合同訓練を実施 

郡山地方広域消防組合消防本部（福島） 

郡山地方広域消防組合消防本部では、平成２５年７

月１２日（金）、猪苗代湖舟津港において、「郡山消防

署水難救助隊・福島県消防防災航空隊合同訓練」を実

施しました。 

訓練は、本格的な湖水浴の時季に備え、円滑な活動

を行うことを目的として、水面上での要救助者引き継

ぎ要領及びホイストによる吊り上げなどを実施する 

とともに、活動時の安全管理を行うなど相互の連携を

確認しました。 
 

 

 

 

 

 

◆ はしご車操法技術錬成会を実施 

豊中市消防本部（大阪） 

豊中市消防本部では、平成２５年７月３０日（火）

から８月１日（木）までの３日間、箕面市消防署西

分署訓練場において、平成２５年度はしご車操法技

術錬成会を箕面市消防本部と合同で開催しました。 

この訓練は、中高層建物火災の発生に備え、人命

救助及び火災防ぎょ活動を迅速かつ的確に行うた 

め、はしご隊員の技術及び熟練度を高めることを目

的として実施しました。 

今年度行った訓練では、火災により出火室で逃げ

遅れた人が助けを求めているという想定で、はしご

隊による人命救助及び火災防ぎょ活動を行いまし 

た。 

各署所のはしご隊が、猛暑のなか日頃の訓練成果 

を発揮し、活気ある有意義な訓練を実施することができました。 
   

 

 

 

【水難救助隊と航空隊との合同訓練の様子】 

【はしご車操法技術錬成会の様子】 
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教   養 

 

◆ 違反是正研修会の開催 

佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部（千葉） 

佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部では、平成２５年７月１７日（水）、当消防組合講堂に

おいて、「平成２５年度違反是正研修会」を開催しました。 

この研修会は、千葉県第二ブロック消防長会の各消防本部から事例を募集し、近隣１１消防本

部の参加を得て発表及び検討を行い、消防職員の知識及び能力の向上を図りました。 

 事例発表では３事例を代表消防本部が発表し、違反是正支援アドバイザーの千葉市消防局予防

部予防課査察対策室から事例に対して助言が行われ、最後に、違反是正アドバイザーによる「不

正軽油製造に係る危険物の無許可貯蔵違反の違反処理」及び「消防法等の改正について」の特別

講演が行われ閉会となりました。 

 事例発表内容は次のとおりです。 

・事例１ 「３階部分を特定用途のテナントが占有したため自動火災報知設備の設置が必要とな

った事例」    

佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部  

 

・事例２ 「法令改正により発生した消防用設備の改正指導に係る警告事例」 

     印西地区消防組合消防本部        

 

・事例３ 「不正軽油製造に係る危険物無許可貯蔵の違反是正」 

四街道市消防本部  

   
【違反是正研修会の様子】 
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◆ 強歩訓練を実施 

富山県消防学校 

富山県消防学校では、平成２５年７月５日（金）に初任科生４９名による消防学校から富山市

内の御前山（標高５５９ｍ）まで約３０kmの強歩訓練を実施しました。 

訓練は、各自消防用ホースをリュックに詰め込み、小隊ごとにバスケット担架、ロープ等を携

行、坂道での担架搬送訓練、各随所でのサーキットトレーニング等、消防活動を遂行するために

必要な脚力、体力、持久力の重要性を再認識する訓練としました。 

当日は風雨を伴う荒天で厳しい環境下での訓練となりましたが、「一蓮托生」という言葉を訓練

達成目標に掲げていた初任科生達は、訓練を終え、強靭な精神力と共同精神の涵養を図れたもの

と感じています。 

   
【強歩訓練の様子】 

 

 

 

 
 

 

◆ ライター用オイルの危険物運搬容器の誤表示について 

ライター用オイルの危険物運搬容器の誤表示について（平成２５年８月７日付け消防危第１４

７号）が危険物保安室長より各都道府県消防防災主管部長、東京消防庁・各指定都市消防長あて

に次のとおり通知がありましたのでお知らせします。 

消防庁 

今般、ライター用オイルの輸入販売事業者から消防庁に対して、危険物運搬容器の危険物の品 

名及び危険等級の表示に誤りがあったこと並びにその対応について報告がありましたので、下記

のとおり情報提供します。 

なお、当該表示の誤りは、神戸市において、ライター用オイルの取扱いを不適切に行ったこと 

により発生した火災事故が契機となり判明したものです。 

各都道府県におかれましては、貴管内の市町村（消防の事務を処理する一部事務組合等を含む。） 

に対してもこの旨周知されるようお願いします。 

記 

１ 誤りのあった商品名 

Zippo Premium Lighter Fluid（通称ジッポーオイル） 

製造：Zippo Manufacturing Company（米国） 

２ 輸入販売事業者 

マルカイコーポレーション株式会社（大阪府大阪市西区京町堀１－１８－５） 

※ 商品には「伊藤商事株式会社（東京都中央区京橋２－８－４）」も記載されているが、 

平成２５年１月に取扱いを中止している。 

３ 誤りの内容（別添１（省略）） 

⑴ 誤った表示 

危険等級Ⅲ 第４類第２石油類 

国等の動き 

いつやるの？今でしょ！ 

―消防学校からの便り－ 
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⑵ 正しい表示 

危険等級Ⅱ 第４類第１石油類 

なお、誤りは表示のみであり、その他の技術基準には適合している。 

４ 対応 

マルカイコーポレーション株式会社により、以下の対応が行われる。 

⑴ 流通・販売店舗に対して、表示の誤りについての周知を図るとともに、正しい表示が印字

されたシールを、流通・販売店舗の在庫商品に対して貼付する。なお、現在取扱いのある流

通・販売店舗における貯蔵量等について再確認を行ったところ、現時点で許可等が新たに必

要となるものはないとのことである。 

⑵ 別添２（省略）の告知文書を販売店舗の店頭に掲示するとともに、ホームページへ掲載す 

る。 

⑶ 近日中に、ライター用オイルの容器自体に正しく印刷されたものへ切換えを行う。 

○ 全文は、消防庁ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi2508/pdf/250807_ki147.pdf）に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 平成２４年中の都市ガス、液化石油ガス及び毒劇物等による事故状況について 

平成２４年中の都市ガス、液化石油ガス及び毒劇物等による事故状況について（平成２５年８

月８日付け消防危第１４４号）が危険物保安室長より各都道府県消防防災主管部長、東京消防庁・

各指定都市消防長あてに次のとおり通知がありましたのでお知らせします。 

消防庁 

都市ガス、液化石油ガス及び毒劇物等による事故（以下「ガス事故等」という。）防止対策に

つきましては、平素より御尽力を賜り感謝申し上げます。 

この度、例年調査をお願いしている標記の件について、平成２４年中の調査結果を別添（省略）

のとおり取りまとめました。 

貴職におかれましては、本調査結果によるガス事故等の状況を十分に考慮し、今後ともガス事

故等の防止に御配慮いただきますようお願いいたします。 

なお、貴都道府県内の市町村に対しても、この旨周知くださいますようお願いいたします。 

○ 全文は、消防庁ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi2508/pdf/250808_ki144.pdf）に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】危険物保安室 

担 当：三浦、鈴木(健)、熊澤 

【問い合わせ先】危険物保安室 

担 当：三浦、鈴木(健)、黒木 

http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi2508/pdf/250807_ki147.pdf
http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi2508/pdf/250808_ki144.pdf
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◆ 平成２４年（１月～１２月）における火災の状況（確定値） 

標記について、平成２５年７月３１日に次のとおり報道発表されましたのでお知らせします。 

前年と比較すると、総出火件数が減少するとともに、火災による死者数も減少しています。 

① 総出火件数は４４，１８９件、前年より５，８１７件の減少 

総出火件数は、４４，１８９件で、前年より５，８１７件減少（－１１．６％）していま 

す。火災種別でみますと、建物火災が１，２１２件減少、車両火災が５８０件減少、林野火 

災が９１５件減少、船舶火災が３件減少、航空機火災が３件減少、その他火災が３，１０４ 

件減少しています。 

② 総死者数は１，７２１人、前年より４５人の減少 

火災による総死者数は、１，７２１人で、前年より４５人減少（－２．５％）しています。

負傷者数は、６，８２６人で、前年より４６０人減少（－６．３％）しています。 

③ 住宅火災による死者（放火自殺者等を除く。）数は１，０１６人、前年より５４人の減少 

住宅火災による総死者（放火自殺者等を除く。）数は１，０１６人で、前年より５４人減少 

（－５．０％）しています。このうち６５歳以上の高齢者は６７７人で、前年より３４人減 

少（－４．８％）していますが、住宅火災による死者（放火自殺者等を除く。）数の６６．６％ 

を占めています。 

④ 出火原因の第１位は「放火」、第２位は「たばこ」です。 

総出火件数の４４，１８９件を出火原因別にみると、「放火」５，３７０件（１２．２％）、

「たばこ」４，２１２件（９．５％）、「こんろ」３，９５９件（９．０％）、「放火の疑い」

３，２２０件（７．３％）、「たき火」２，４３０件（５．５％）の順となっています。また、

「放火」及び「放火の疑い」を合わせると８，５９０件（１９．４％）となっています。 

○ 全文は、消防庁ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h25/2507/250731_1houdou/01_houdoushiryou.

pdf）に掲載されています。 

 

 
 

 

 

 

◆ 消防庁ヘリコプター（４号機）の運航開始 

標記について、平成２５年８月５日に次のとおり報道発表されましたのでお知らせします。 

消防庁 

 平成２５年８月６日より消防庁ヘリコプター（４号機）が宮城県（宮城県防災航空隊）にて運

航を開始いたします。 

１ 背景・目的  

消防庁は、地震等の大規模災害発生時における迅速かつ広域的な情報収集活動を行うため、

消防組織法第５０条の規定による無償使用制度を活用し、消防庁ヘリコプターの整備を進めて

おり、これまでに１号機を東京消防庁、２号機を京都市消防局、３号機を埼玉県防災航空隊に

配備してきたところです。  

今回、運航を開始する４号機は、北日本における早期情報収集体制の確立及び緊急消防援助 

隊の迅速な応援活動の実施を目的とするものです。 

２ 消防庁ヘリコプター４号機の諸元・性能等 

機体番号 ＪＡ０４ＦＤ 

 

型  式 ユーロコプター式ＡＳ３６５Ｎ３ 

諸元性能 

全  長    １３．６８ｍ 

全  幅     ３．２６ｍ 

機体全高     ３．８１ｍ 

最大全備重量   ４，３００ｋｇ 

最大巡航距離   ７７８ｋｍ 

最大巡航速度   ２６９ｋｍ／ｈ 

【問い合わせ先】防災情報室 

担 当：吉村係長、濵 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h25/2507/250731_1houdou/01_houdoushiryou.pdf
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h25/2507/250731_1houdou/01_houdoushiryou.pdf
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３ その他  

東日本大震災の津波被害により宮城県のヘリコプターが使用不能となったことから、消防庁 

ヘリコプター（４号機）を宮城県に配備することとしたものです。 

○ 全文は、消防庁ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h25/2508/250805_1houdou/01_houdoushiryou.

pdf）に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

◆ 平成２５年７月の熱中症による救急搬送の状況 

 標記について、平成２５年８月９日に次のとおり報道発表されましたのでお知らせします。 

消防庁 

平成２５年７月の熱中症による全国の救急搬送の状況（確定値）を取りまとめましたので、そ

の概要を公表します。 

概要 

○ 平成２５年７月の全国における熱中症による救急搬送人員は２３，６９９人でした。これ

は当庁の調査開始（平成２０年）以来、７月では過去最多であり、月単位としても、平成２ 

２年８月の２８，４４８人に次ぐ２番目となっています。 

○ 熱中症による救急搬送人員の年齢区分をみると、高齢者（６５歳以上）が１１，４２０人

と最も多く、次いで成人（１８歳以上６５歳未満）８，７６１人、少年（７歳以上１８歳未

満）３，３３７人、乳幼児（生後２８日以上７歳未満）１７７人の順となっています。 

○ 熱中症により搬送された医療機関での初診時における傷病程度をみると、軽症が最も多く 

１４，６７１人、次いで中等症８，０９３人、重症６４４人、死亡２７人の順となっていま 

す。 

○ 都道府県別人口１０万人当たりの熱中症搬送人員は、大分県が最も多く３０．００人であ

り、次いで和歌山県２８．９４人、高知県２８．６５人の順となっています。 

○ 消防庁では、国民へ熱中症に対する注意を呼びかけるとともに、下記のＨＰで熱中症に関 

する情報及び毎週、熱中症による救急搬送状況の速報値を提供しています。 

   消防庁熱中症情報 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html 

【資料(省略)】 

平成２５年７月の熱中症による救急搬送状況 

○ 全文は、消防庁ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h25/2508/250809_1houdou/01_houdoushiryou.

pdf）に掲載されています。 

 

 

 

 

 

※ 消防庁各課室の直通電話番号は（http://www.fdma.go.jp/neuter/about/tel.html）に掲載さ 

れています。 

 

 

 

週間情報では、各本部の身近な情報を掲載していますので情報をお寄せ下さい。 

週間情報への投稿は企画課へ！ 

TEL 03-3234-1321 FAX 03-3234-1847  E-mail : weekly@fcaj.gr.jp 

【問い合わせ先】国民保護・防災部防災課 

 広域応援室 

担 当：山尾航空専門官、大住航空係長 

【問い合わせ先】救急企画室 

担 当：日野原、伊藤、大迫 
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